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平
成
13
年
度
卒
業
式
が
平
成
14
年
３
月
25
日（
月
）に
体

育
館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

平
成
13
年
度
の
卒
業
生
は
法
学
部
421
名
、
経
済
学
部
444
名
、

文
化
情
報
学
部
241
名
、
現
代
文
化
学
部
127
名
の
合
計
1
2
3

3
名
で
あ
り
、
新
た
に
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

本
年
度
の
答
辞
を
述
べ
た
の
は
、
文
化
情
報
学
部
文
化
情

報
学
科
白
井
啓
太
郎
さ
ん
。
来
賓
に
は
日
産
自
動
車
（株）
コ
ミ

ュ
ニ
ティ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
担
当
部
長
島
田
京
子
氏
を
お
迎

え
し
た
。

卒
業
式
終
了
後
は
、
教
室
に
お
い
て
卒
業
生
全
員
に
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
場
所
を
飯
能
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
に
移
し
、コ
メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
ティ
ー
が
開
催
さ
れ
、

恩
師
や
友

人
と
在
学

時
の
思
い

出
話
し
に

花
が
咲
い

て
い
る
様

子
だ
っ
た
。

ま
た
、
別
れ

を
惜
し
む

と
と
も
に

再
会
を
約

束
す
る
様

子
も
見
受

け
ら
れ
、
盛

況
の
う
ち

に
幕
を
閉

じ
た
。

●
総
　
代

法
学
研
究
科
　

松
本
　
将
治
（
私
立
慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
高
校
出
身
）

経
済
学
研
究
科

岡
田
　
真
一
（
私
立
駒
込
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
研
究
科

新
井
　
克
明
（
私
立
明
治
学
院
東
村
山
高
校
出
身
）

法
学
部
法
律
学
科

吉
野
　
晋
介
（
都
立
武
蔵
丘
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
済
学
科

大
池
　
宏
志
（
埼
玉
県
立
秩
父
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科

大
島
　
宏
幸
（
埼
玉
県
立
朝
霞
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科

早
川
　
瞳
（
私
立
流
通
経
済
大
学
付
属
柏
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科

小
田
部
　
家
成
（
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
出
身
）

現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科

長
澤
　
仁
美
（
山
形
県
立
山
形
西
高
校
出
身
）

●
答
　
辞

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科

白
井
　
啓
太
郎
（
福
岡
県
立
筑
紫
高
校
出
身
）

●
優
秀
賞

法
学
部
法
律
学
科

成
瀬
　
雅
子
（
私
立
十
文
字
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
済
学
科

金
井
　
亮
介
（
群
馬
県
立
伊
勢
崎
東
高
校
出
身
）

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科

植
松
　
摩
子
（
都
立
井
草
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科

堀
越
　
明
（
都
立
志
村
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科

木
下
　
愛
子
（
千
葉
県
立
木
更
津
高
校
出
身
）

現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科

松
岡
　
美
保
（
栃
木
県
立
佐
野
女
子
高
校
出
身
）

●
菩
提
樹
賞

―
法
学
部
法
律
学
科
―

青
木
　
由
起
子
（
私
立
埼
玉
高
校
出
身
）

朝
倉
　
里
美
（
都
立
田
無
高
校
出
身
）

伊
藤
　
和
弘
（
長
野
県
立
岡
谷
東
高
校
出
身
）

大
河
原
　
博
正
（
埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身
）

酒
井
　
美
智
子
（
長
野
県
立
飯
田
風
越
高
校
出
身
）

田
村
　
怜
子
（
私
立
聖
望
学
園
高
校
出
身
）

中
島
　
法
子
（
私
立
星
野
女
子
高
校
出
身
）

仁
木
　
藍
子
（
埼
玉
県
立
岩
槻
高
校
出
身
）

三
浦
　
心
平
（
埼
玉
県
立
浦
和
西
高
校
出
身
）

宮
下
　
純
子
（
埼
玉
県
立
所
沢
北
高
校
出
身
）

元
川
　
健
（
岩
手
県
立
黒
沢
尻
北
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
済
学
科
―

薄
　
祐
一
（
兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
校
出
身
）

小
美
濃
　
伸
彦
（
都
立
光
丘
高
校
出
身
）

小
林
　
照
明
（
埼
玉
県
立
久
喜
北
陽
高
校
出
身
）

関
根
　
健
仁
（
埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身
）

宮
本
　
久
美
子
（
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
西
高
校
出
身
）

森
屋
　
真
由
美
（
埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身
）

前
田
　
理
江
（
都
立
小
金
井
北
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
―

朝
田
　
明
弘
（
私
立
駒
込
高
校
出
身
）

久
保
　
真
紀
（
埼
玉
県
立
狭
山
経
済
高
校
出
身
）

嶋
本
　
麻
里
（
都
立
昭
和
高
校
出
身
）

染
谷
　
直
子
（
私
立
白
梅
学
園
高
校
出
身
）

信
澤
　
由
香
（
私
立
高
崎
商
科
短
期
大
学
附
属
高
校
出
身
）

原
田
　
万
上
（
私
立
東
京
学
館
浦
安
高
校
出
身
）

山
口
　
章
吾
（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

―
文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
―

宇
田
川
　
砂
智
子
（
私
立
山
脇
学
園
高
校
出
身
）

林
　
　
武
（
私
立
小
松
原
高
校
出
身
）

斗
平
（
中
国
海
南
省
万
　
中
学
（
高
校
部
）
出
身
）

―
文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科
―

枝
　
直
美
（
栃
木
県
立
真
岡
女
子
高
校
出
身
）

清
野
　
愛
（
長
野
県
立
大
町
高
校
出
身
）

大
島
　
範
子
（
新
潟
県
立
高
田
北
城
高
校
出
身
）

―
現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科
―

強
瀬
匡
（
埼
玉
県
立
熊
谷
高
校
出
身
）

深
瀬
　
大
輔
（
都
立
志
村
高
校
出
身
）

林
　
敬
子
（
千
葉
県
立
佐
原
高
校
出
身
）

●
特
別
賞

―
法
学
部
法
律
学
科
―

酒
井
　
美
智
子
（
長
野
県
立
飯
田
風
越
高
校
出
身
）

田
村
　
怜
子
（
私
立
聖
望
学
園
高
校
出
身
）

―
経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
―

嶋
本
　
麻
里
（
都
立
昭
和
高
校
出
身
）

十
文
字
　
聡
（
福
島
県
立
白
河
高
校
出
身
）

―
文
化
情
報
学
部
知
識
情
報
学
科
―

新
井
　
洋
和
（
群
馬
県
立
藤
岡
高
校
出
身
）

―
現
代
文
化
学
部
比
較
文
化
学
科
―

海
老
名
　
美
佳
（
群
馬
県
立
前
橋
女
子
高
校
出
身
）
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平
成
13
年
度

総
代
・
答
辞
・
各
賞
受
賞
者
一
覧
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私
は
本
学
経
済
学

部
の
創
設
以
来
12
年

間
勤
務
し
て
今
年
3

月
退
職
い
た
し
ま
す

が
、
現
在
の
心
境
を

一
こ
と
で
云
い
ま
す

と
、
感
謝
と
私
な
り

の
満
足
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
持
ち
つ
づ

け
て
余
生
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
工
学
系
の
出
身
で
そ
の
道
を
歩
み
、
前
の
大
学
も

工
学
系
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
学
へ
の
話
が
あ
り
ま
し
た
と
き
、
社

会
科
学
系
の
学
部
で
の
教
育
・
研
究
お
よ
び
諸
先
生
と
の

対
話
交
流
等
が
う
ま
く
い
く
か
不
安
な
思
い
に
か
ら
れ
て

大
学
院
経
済
学
研

究
科
創
設
に
際
し
て

迎
え
て
戴
い
て
か
ら

早
や
７
年
、
私
も
本

年
３
月
末
を
も
っ
て

定
年
退
職
す
る
。
光

陰
矢
の
如
し
。
今
更

な
が
ら
歳
月
の
速
さ
に
驚
い
て
い
る
。

駿
河
台
大
学
で
は
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
素
敵
な
校

舎
・
研
究
室
、
若
さ
溢
れ
る
学
生
達
、
人
柄
の
良
い
教
職

員
各
位
に
接
し
て
、
気
持
ち
良
く
教
育
と
研
究
に
精
励
で

き
た
。
お
蔭
様
で
数
本
の
研
究
論
文
と
著
書
も
出
版
で
き
、

古
稀
記
念
論
文
集
の
発
刊
で
は
格
別
の
御
賛
同
を
得
た
。

本
学
の
特
色
の
一
つ
は
、
ゼ
ミ
生
全
員
が
卒
業
論
文
を

仕
上
げ
る
点
に
あ
る
。
修
士
論
文
は
も
と
よ
り
、
学
部
学

い
ま
し
た
が
、
全
く
杞
憂
に
す
ぎ
ず
私
な
り
に
満
足
な
勤

め
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
本
学
の
愛
情
教
育
の
精
神
が
支
援
の
根
幹
で
あ

り
、
さ
ら
に
経
済
学
部
の
諸
先
生
に
は
、
教
授
会
・
科
目

会
議
お
よ
び
研
究
会
等
に
於
て
、
さ
ら
に
法
学
部
等
の
諸

先
生
に
も
、
委
員
会
お
よ
び
入
試
関
連
の
諸
会
合
等
に
於

て
も
、
公
私
を
問
わ
ず
隔
意
な
く
対
話
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
間
浅
学
非
才
浅
慮
の
た
め
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
寛
恕
し
て
い
た
だ
き
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
先
生
と
の
交

流
等
で
社
会
科
学
等
の
知
見
を
耳
学
問
な
が
ら
教
育
・
研

究
に
総
合
化
し
て
私
な
り
の
さ
さ
や
か
な
成
果
を
得
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
望
外
の
幸
せ
で
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
指
導
の
賜
と
深

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
、
本
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
諸
先
生
・
職

員
の
方
々
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
職
の
感

謝
の
詞
と
い
た
し
ま
す
。

生
の
卒
論
指
導
で
は
か
な
り
高
度
の
内
容
を
要
求
し
た
が
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
、
有
終
の
美

を
飾
っ
て
く
れ
た
。「
や
れ
ば
出
来
る
」
と
い
う
経
験
は
、

き
っ
と
社
会
に
出
て
か
ら
も
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ

て
、
卒
業
生
達
の
将
来
に
裨
益
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
信
じ
て
い
る
。

評
価
の
高
い
大
学
の
創
造
は
、
多
く
の
卒
業
生
が
広
く

実
社
会
で
活
躍
し
、
顕
著
な
社
会
貢
献
を
す
る
人
材
の
輩

出
に
よ
り
達
成
で
き
る
。
そ
の
前
提
は
在
学
生
自
ら
が
勉

学
の
本
旨
を
自
覚
し
、
母
校
の
評
価
を
高
め
る
学
問
的
研

鑚
を
怠
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
を
指
導
す
る
教
職
員

の
尽
力
も
必
要
で
あ
る
。
母
校
を
愛
す
る
卒
業
生
は
も
と

よ
り
、
在
籍
す
る
教
職
員
に
と
っ
て
も
、
更
に
勝
れ
て
誇

れ
る
大
学
を
目
指
す
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
本
学
を
退
任
す
る

に
当
っ
て
念
じ
て
止
ま
な
い
私
の
想
い
で
あ
る
。
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退
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教
授
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ら
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退
職
に
あ
た
り
、
感
謝
の
詞
を
！

経
済
学
部
教
授
　
瓜
生
浩
朗

退
任
に
際
し
て
想
う

経
済
学
部
教
授
　
斎
藤
祥
男

か
っ
て
、
飯
能
付

近
の
山
の
植
物
を
調

べ
に
通
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
入
間
川
沿

い
に
広
が
る
奥
武
蔵

の
奥
深
い
自
然
景
観

（
開
発
が
進
ん
で
大

分
変
わ
っ
て
き
た
が
）
は
、
以
前
か
ら
私
の
中
に
あ
っ
て

離
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
自
然
景
観
を
一
望
で
き
る
駿
河
台

大
学
に
、
文
化
情
報
学
部
の
創
設
時
に
赴
任
し
、
８
年
間

勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
幸
運
で
あ
っ
た
と

深
く
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
心
に
残
る
こ
と
も
数
多
い
が
、
最
初
に
博
物

館
実
習
を
行
っ
た
と
き
の
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
平

成
７
年
度
に
学
芸
員
資
格
課
程
が
設
け
ら
れ
、
翌
年
度
か

ら
博
物
館
の
現
場
で
実
習
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
、

専
門
科
目
の
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
実
習
が
無
事
に
で
き
る

か
ど
う
か
危
惧
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
習
の
現
場
を
訪

ね
て
み
る
と
、
博
物
館
側
の
協
力
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の

学
生
が
日
頃
の
授
業
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
の
び

の
び
と
前
向
き
な
態
度
で
実
習
を
行
っ
て
い
た
。
実
習
日

誌
も
豊
か
な
表
現
力
で
書
い
て
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
に
潜

在
し
て
い
た
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
発
見
し
た
よ
う
に
思

え
て
嬉
し
か
っ
た
。

私
の
学
生
の
頃
を
思
え
ば
、
駿
河
台
大
学
は
、
学
習
環

境
、
自
然
環
境
、
全
て
が
優
れ
て
い
る
。
学
生
一
人
ひ
と

り
が
、
自
己
の
能
力
に
自
信
を
持
っ
て
発
揮
し
、
元
気
を

出
し
て
将
来
の
目
標
を
目
指
し
て
頑
張
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
奥
武
蔵
の
自
然
を
追

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
は
少
し
心
残
り
で
も
あ
る
が
、

大
学
の
一
層
の
発
展
と
、
学
生
た
ち
の
活
躍
に
陰
な
が
ら

声
援
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

大
学
を
去
る
に
あ
た
っ
て

文
化
情
報
学
部
教
授
　
手
塚
映
男

1
9
9
2
年
3
月

に
文
化
情
報
学
部
設

置
準
備
委
員
を
引
き

受
け
、
1
9
9
3
年

4
月
よ
り
設
置
申
請

業
務
に
専
念
し
、
1

9
9
4
年
4
月
、
新

学
部
が
発
足
し
た
。
さ
ら
に
1
9
9
9
年
4
月
に
大
学
院
文

化
情
報
学
研
究
科
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
山
K
春
之
駿

河
台
大
学
総
長
を
は
じ
め
、
お
一
人
お
一
人
の
お
名
前
を
挙

げ
る
紙
数
の
余
裕
が
な
い
け
れ
ど
、
多
数
の
関
係
者
の
ご
厚

意
を
得
た
こ
と
は
生
涯
忘
れ
得
な
い
思
い
出
と
な
る
。
あ
ら

た
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
駿
河
台
大
学
で
過
ご
し
た
9
年
間
の
最
後
の

年
2
0
0
1
年
6
月
に
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た「
佐
賀
藩

勘
定
所
大
目
安
享
保
10
年
1
7
2
5
│
安
政
4
年
1
8
5

7
」の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
た
め
の
諸
作
業
を
完
了
さ
せ
た
こ

と
が
、
私
に
と
っ
て
、
こ
の
10
年
間
の
研
究
作
業
と
し
て
も
っ

と
も
大
き
い
収
穫
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
佐
賀
藩
勘
定
所

大
目
安
100
年
分
を
フ
ル
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
表
形
式
、

お
よ
び
分
析
の
た
め
の
基
本
デ
ー
タ
と
そ
れ
に
基
づ
く
各
種

長
期
時
系
列
デ
ー
タ
の
整
備
と
グ
ラ
フ
の
作
成
と
い
う
作
業

で
あ
っ
た
。
フ
ル
テ
キ
ス
ト
で
5.76
M
B
あ
り
、
こ
れ
を
A
4

判
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
れ
ば
804
頁
と
な
る
。
エ
ク
セ
ル
表

形
式
で
6.54
M
B
あ
り
、
こ
れ
を
A
4
判
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

す
れ
ば
772
頁
と
な
る
。
分
析
の
た
め
に
加
工
し
た
各
種
時
系

列
デ
ー
タ
は
約
7
M
B
と
な
り
、合
計
で
約
20
M
B
に
な
る
。

こ
の
成
果
は
社
会
経
済
史
学
会
69
回
お
よ
び
70
回
大
会
に

お
い
て
、
報
告
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
た
情
報
デ
ー
タ
を
紙
に
打
ち
出

す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
作
業
の
本
来
の
目
的
で
は
な
い
。

史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
作
業
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
教
訓

を
得
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
自
ら
に
課
し
た
課
題
な

の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
こ
こ
数
年
来
、
私
に
と
っ
て
の
研

究
課
題
と
な
っ
た「
メ
タ
デ
ー
タ
と
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
」が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
上
記
の
テ
キ
ス
ト
の
他
に
、

朱
書
き
の
あ
る
原
本
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像

350
M
B
と
あ
わ
せ
て
、
470
M
B
の
C
D
を
作
成
し
終
え
た
の

が
昨
年
6
月
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
C
D
に
収
め
た
各
種

デ
ー
タ
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
真
の
挑
戦
と
考
え
て
い
る
。

駿
河
台
大
学
で
の
多
忙
に
紛
れ
、
作
業
を
中
断
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
1
9
9
7
年
か
ら
夏
の
暑
い
盛

り
に
、
原
本
校
合
の
た
め
に
佐
賀
県
立
図
書
館
に
通
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
入
力
作
業
や
校
合
作
業
を
通
じ
て
、

勘
定
所
大
目
安
に
記
さ
れ
て
い
た
ゼ
ロ
記
号
に
気
が
付
き
、

「
徳
川
期
の
○
記
号
使
用
例
」日
本
歴
史
614
号
1
9
9
9
│

07
を
発
表
で
き
た
こ
と
も
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

駿
河
台
大
学
を
去
る
に
あ
た
っ
て

文
化
情
報
学
部
教
授
　
安
澤
秀
一
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卒
業
後
の
証
明
書
申
込
に
つ
い
て

《
証
明
書
の
種
類
と
手
数
料
》

①
卒
業
証
明
書
　
1
通
200
円
（
英
文
証
明
書
も
同
額
）

②
成
績
証
明
書
　
1
通
200
円
（
英
文
証
明
書
も
同
額
）

《
申
込
方
法
》

◆
窓
口
申
込

教
務
課
窓
口
に
て
「
証
明
書
交
付
願
用
紙
」
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
証
紙
券
売
機
（
第
2
講
義

棟
正
面
入
口
左
手
脇
）
で
手
数
料
分
の
証
紙
を
購
入
し
、

添
付
し
た
上
で
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
証
紙
の

裏
面
は
シ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

な
お
、
証
明
書
は
即
時
交
付
い
た
し
ま
す
。

◆
郵
送
申
込

郵
送
申
込
の
場
合
は
、
a.

文
書
に
て
次
の
事
項
を
明
記

し
、
b.

発
行
手
数
料
相
当
分
の
切
手
と
、
c.

返
信
用
の
封

筒
に
送
付
先
を
明
記
し
、
切
手
を
貼
付
し
て
、
左
記
の
宛

先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
時
に
手
数
料
を

納
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。
返
信
用
封
筒
の
郵
送
料
は
左
の
表
を
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
証
明
書
の
発
送
は
、
申
し
込
み
文
書
が
本
学
に

到
着
し
た
日
の
翌
日
午
後
以
降
と
な
り
ま
す
。

[

申
込
書
記
載
事
項]

①
交
付
請
求
日
、
②
卒
業
学
部
・
学
科
又
は
研
究
科
、
③

卒
業
年
月
、
④
学
籍
番
号
、
⑤
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑥
生

年
月
日
、
⑦
現
住
所
・
電
話
番
号
、
⑧
証
明
書
の
種
類
・

通
数

[

宛
先]

〒
357-

8
5
5
5

埼
玉
県
飯
能
市
阿
須
698
番
地

駿
河
台
大
学
教
務
課
○
○
学
部

（
封
筒
に
、
証
明
書
申
込
書
在
中
と
朱
書
き
に
て
明
記
）

光
陰
矢
の
如

し
、
私
も
卒
業
し

て
か
ら
10
年
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
改
め
て

自
分
と
い
う
も
の

を
省
み
る
と
、
社

会
に
出
て
か
ら
世
間
の
波
に
も
ま
れ
た
り
、
洗
わ
れ
た
り

し
た
こ
と
も
多
分
に
あ
る
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、

駿
河
台
大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
と
い
う
も
の
が
と
て
も
色

濃
く
今
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
の
ん

び
り
屋
の
私
は
飯
能
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
取
り
巻
く
丘
陵
地
帯

の
緑
や
入
間
川
な
ど
の
眺
め
が
好
き
で
し
た
が
、
現
在
は
、

そ
ん
な
自
然
豊
か
な
飯
能
市
と
地
続
き
で
あ
る
青
梅
や
奥

多
摩
の
森
林
保
全
や
林
業
振
興
に
関
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
部
外
者
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
内
田
康
夫
先
生
の
ゼ
ミ
に
よ
る
三
宅
島
へ

の
フィ
ー
ル
ド
調
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
楽

し
い
思
い
出
で
す
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
三
宅
島
噴
火
災

害
の
復
旧
を
支
え
る
こ
と
も
私
の
職
場
の
仕
事
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
こ
う
し
た
行
政
の
職
に
就
け
た
の
は

松
澤
浩
一
先
生
の
ご
指
導
と
同
じ
志
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
ゼ

ミ
の
仲
間
た
ち
と
の
切
磋
琢
磨
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

三
月
に
卒
業
を

控
え
、
私
は
、
自

分
の
母
校
を
訪
問

し
た
。
特
に
目
的

が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
ほ
ん
と

に
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ

た
と
い
う
つ
も
り
の
訪
問
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
私
の
高
校
生

活
は
、い
た
っ
て
普
通
で
、
学
校
に
も
す
で
に
知
っ
て
い
る
人

と
い
う
の
は
先
生
だ
け
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
思
い
出
な
ど
な

い
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
訪
れ
て
み
る
と
、
ま
さ
に

そ
こ
は
私
に
と
っ
て
の
「
母
校
」
だ
っ
た
。

そ
れ
を
ま
ず
最
初
に
感
じ
た
の
は
、
職
員
室
に
入
っ
た
と

き
の
こ
と
だ
っ
た
。
テ
ス
ト
期
間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
先
生
方
は
机
に
す
わ
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
。

忙
し
そ
う
だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
、
最
初
の
知
っ
て
い
る
先

生
に
自
己
紹
介
を
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
先
生
は
静
岡
の
訛

り
で「
知
っ
て
る
よ
〜
」と
言
っ
た
。
正
直
、
覚
え
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
そ
の
後
、
職
員
室
を
周
っ
て
面
識

の
あ
る
先
生
に
挨
拶
を
し
た
が
、
み
ん
な
覚
え
て
い
て
、
こ

こ
が
自
分
の
母
校
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
職
員
室
を
出
て
、
校
内
を
ぐ
る
り
と
歩
い

た
。
放
課
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
徒
が
残
っ
て
い
る
教
室
も
、

部
活
を
や
っ
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
も
、
誰
も
居
な
い
食
堂
も
、

す
べ
て
が
懐
か
し
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
場
所
に
は
私
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
し
、
私
自
身
の
中
か
ら
も
忘
れ

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
は
立
派
な
思
い
出
の
場
所
だ
っ
た
。

こ
れ
と
い
っ
た
す
ご
い
出
来
事
が
な
く
て
も
、
そ
こ
に
は
私

の
日
常
が
あ
っ
た
。
ま
す
ま
す
、
自
分
に
と
っ
て
の
母
校
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。

最
後
に
図
書
館
で
三
年
生
時
の
担
任
の
先
生
と
話
を
し

た
。
挨
拶
だ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
二
時
間
以
上
も
話
し

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
先
生
は
私
以
上
に
私
の
こ
と
を
覚

え
て
い
て
、
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
自
分
の
高
校
生
活
に
も
、

実
は
色
々
と
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
今
は
連
絡
を
取
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
友
人
達
の
現

状
を
知
る
こ
と
も
で
き
た
。

今
回
母
校
を
訪
問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は「
忘
れ
て
い

た
自
分
」を
少
し
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
私

に
と
っ
て
四
月
か
ら
は
も
う
一
つ
母
校
が
で
き
る
。
こ
の
駿

河
台
大
学
だ
。
大
学
生
活
に
関
し
て
、
今
は
ま
だ
た
く
さ
ん

の
鮮
明
な
思
い
出
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
つ
ず
つ
す
べ
て
が

大
切
で
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
時
が
た
つ
に

つ
れ
、
社
会
の
荒
波
に
も
ま
れ「
今
」を
生
き
る
為
に
努
力

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
そ
れ
を
忘
れ
て
い
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
高
校
生
活
を『
普
通
』の
二
文
字
で
片
付
け
て
し
ま

っ
た
よ
う
に
。
だ
か
ら
、
何
年
か
し
た
ら
ぜ
ひ
駿
河
台
大
学

を
訪
れ
た
い
。
そ
し
て
、
ま
た「
忘
れ
て
い
た
自
分
」を
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
う
。
私
の
中
で
母
校
と
は
、

そ
ん
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
よ
う
な
存
在
だ
。

ま
た
、
学
業
以
外
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
大
貫
秀
明
先
生

の
演
出
の
下
、
駿
大
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
部（
後
の
駿

大
ダ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
）の
一
員
と
し
て
全
日
本
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

ティ
バ
ル
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
き
っ
と
生
涯
最
初
で
最
後
の

舞
台
経
験
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
学
生
時
代
の
楽
し
い
思
い

出
が
良
い
映
画
や
舞
台
を
観
た
後
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て

き
た
り
す
る
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
時
、
舞
台
の
ラ

イ
ト
を
浴
び
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
弓
道
部
で
の
活
動
で

す
。
秋
池
宏
美
先
生
に
は
創
部
以
来
、
顧
問
と
し
て
ず
っ
と

ご
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
在
学
中
は
、

は
っ
き
り
言
っ
て
弱
小
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
や
る

気
に
満
ち
た
と
て
も
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ
、
け

じ
め
を
も
っ
て
臨
む
練
習
も
そ
れ
以
外
の
時
も
爽
や
か
な
気

分
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
今
の
忙
し
い
日
々
に
あ
っ
て
と
て

も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
現
在
の
弓
道
部
は
師
範
の
指
導

の
下
、
皆
が
力
を
つ
け
、
と
て
も
頼
も
し
い
部
に
成
長
し
ま

し
た
。
歴
代
の
部
員
に
よ
っ
て
ゆ
っ
く
り
な
が
ら
も
脈
々
と

発
展
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
心
強
く
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て

も
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

長
々
と
思
い
出
話
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
同
窓
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
駿
河
台
大
学
で
過
ご
し
た
有
意
義
な
時
間

は
、
き
っ
と
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
卒
業
し
て
環
境
が
変
わ
る
と
、
忙
し
さ
な
ど
に
取
り
紛

れ
仲
間
と
集
う
機
会
も
だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
こ
の
駿
河
台
大
学
同
窓
会
の
活
動
を
通
し
て
、
再
び
皆

さ
ん
の
交
友
の
輪
が
広
が
る
契
機
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

卒
業
生
は
今

卒
業
後
10
年
目
を
迎
え
て

平
成
5
年
法
学
部
卒

坂
本
　
修

証明書枚数 封筒サイズ 返信用
切手金額

1 ～ 3 枚 定形（長3） 80円

4 ～ 8 枚 定形（長3） 90円

9～10 枚 定形外（角2） 140円
※長3封筒：23.5㎝×12㎝
※角2封筒：33㎝×24㎝
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母
　
校

平
成
14
年
法
学
部
卒安

達
　
純

新
会
員
を
迎
え
て
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平
成
14
年
度
の
同
窓
会
総
会
を
平
成
14
年
５
月
18
日

（
土
）
に
池
袋
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
、
大
学
に
お
い
て
駿
輝
祭
開
催
時
に
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
交
通
の
利
便
性
が
良
い
都
内
で

開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
池
袋
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。（
駿
輝
祭
時
に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と

し
て
会
員
の
皆
様
を
ご
招
待
し
、
懇
親
会
を
行
う
予
定
で

す
。）総

会
で
は
、
平
成
13
年
度
の
決
算
報
告
、
平
成
14
年
度

予
算
及
び
事
業
計
画
等
を
審
議
し
ま
す
。
初
め
て
の
学
外

で
の
開
催
で
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

平
素
は
、
同
窓

会
の
皆
様
が
た
に

は
多
大
な
ご
支

援
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
し
て
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
一
言
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
1
9
8
7（
昭
和
62
）年
に
大
学
が
開
校
し

て
16
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
大
学
が

対
処
す
べ
き
最
大
の
点
は
、
更
な
る「
質
」の
向
上
に
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
1
9
9
1
年
に
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
が

実
施
さ
れ
た
こ
ろ
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
前
と
い
う
時
代
背

景
の
下
、
教
育
・
研
究
の
中
身
は「
量
」を
前
提
に
し
て
考
え

ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
の
停
滞
並
び
に
少

子
化
に
よ
る
学
生
数
の
減
少
と
い
う
現
在
、
教
職
員
と
学
生

の「
質
」の
向
上
へ
と
考
え
方
を
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
時

代
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に

は
、
教
員
の
教
育
・
研
究
の
充
実
と
職
員
の
環
境
整
備
、
学

生
生
活
の
環
境
整
備
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
こ
の
目
的
を
う

ま
く
遂
行
さ
せ
る
に
は
、
同
窓
会
と
大
学
と
が
一
体
と
な
っ

て
連
繋
し
、
さ
ら
な
る
前
進
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学
で
の
同
窓
会
の
役
割
分
担
が
、

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
量
」か
ら「
質
」へ
の
転
換
は
、
ま
ず
教
職
員
の「
質
」の
向

上
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
教
職
員
の「
質
」の
向
上
が

あ
れ
ば
、
学
生
も
啓
発
さ
れ
、
お
の
ず
と
学
生
の「
質
」の
向

上
へ
と
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
同
時
に
、
大
学

で
の
学
生
生
活
の
環
境
整
備
と
い
う
課
題
が
で
て
き
ま
す
。

学
生
生
活
に
係
っ
て
い
る
学
生
部
の
課
題
と
し
て
、
厚
生
施

設
や
奨
学
金
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
学
で
は
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
･
ハ
ウ
ス
の
建
設（
2
0
0

2
年
1
月
竣
工
）、
そ
れ
に
伴
う
学
生
食
堂
の
拡
充
、
通
学

の
ア
ク
セ
ス（
金
子
駅
で
の
送
迎
開
設
）・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
充

実
、
学
生
の
健
康
相
談
を
担
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
の
充

実
、
及
び
奨
学
金
の
充
実
等
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
こ
れ
ら
の
点
も
含
め
て
、
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
べ
く
邁

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
々
様
に
は
、
今
後
と
も
何
と
ぞ
宜
し
く
ご
指
導
、
ご
協

力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj

編

集

後

記

◇
第
１
号
が
よ
う
や
く
完
成
し
た
と
思
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、
す
ぐ
に
第
２
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
か

ら
は
、
4
月
と
9
月
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
余
裕
が
で
き
そ
う
で
す
。
誌
面
も

大
学
の
現
況
だ
け
で
は
な
く
会
員
向
け
の
情
報
を
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
５
月
に
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
､
今
年
度
は

初
め
て
学
外
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
参
加
者
が
何
名
く

ら
い
に
な
る
の
か
、
想
像
も
つ
か
な
い
の
で
会
場
の
大
き

さ
が
適
当
か
、
い
ま
ひ
と
つ
不
安
で
す
。
今
総
会
で
は
、

昨
年
度
の
総
会
で
決
ま
っ
た
事
業
計
画
が
予
算
と
し
て
具

体
化
さ
れ
ま
す
。
関
心
が
あ
る
方
は
是
非
総
会
に
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

◇
本
学
の
同
窓
会
は
１
期
生
が
卒
業
し
て
10
年
あ
ま
り
経

ち
ま
す
が
、
仕
事
の
面
で
も
私
生
活
で
も
一
番
忙
し
い
年

代
か
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
で
は
微
力
な
が
ら
同
窓
会
の

発
展
の
た
め
に
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
同
窓
会
に
関
す
る
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
事
務
局
で
は
、

1．

会
員
の
住
所
管
理

2．

同
窓
会
報
の
作
成
・
発
行

3．

資
金
管
理

4．

総
会
・
懇
親
会
の
運
営

等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
連

し
て
、
次
の
方
は
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1．

住
所
・
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
方

2．

同
窓
会
報
に
寄
稿
し
た
い
方

3．

支
部
会
を
組
織
し
た
い
方

特
に
2
の
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
連
絡
先
は
、

〒
357
―
8
5
5
5

埼
玉
県
飯
能
市
阿
須
698

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局
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E
L

0
4
2
9
―
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―
1
1
0
1

F
A
X

0
4
2
9
―
72
―
1
1
4
9

E-m
ail
dousou@

surugadai.ac.jp

同
窓
会
事
務
局

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ 

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

同
窓
会
と
大
学
一
体
と
な
っ
て
の
前
進
を

経
済
学
部
教
授
・
学
生
部
長江

川

雅
司

平
成
14
年
度
同
窓
会
総
会
開
催

〜
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
て
〜

開
催
日：

平
成
14
年
５
月
18
日
（
土
）

場
　
所：

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
　
３
階
富
士
の
間

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
丁
目
６
番
１
号

T
E
L

03
―
３
９
８
０
―
１
１
１
１

時
　
間：

総
会
　
12
時
〜

懇
親
会
　
13
時
〜

会
　
費：

１
人
３
０
０
０
円
（
総
会
の
み
出
席
の
方

は
無
料
で
す
）

3Fフロア

JR線ご利用の場合は
「メトロポリタン口」か
ら徒歩1分
私鉄・地下鉄の場合
は「西口公園出口（地
下鉄有楽町線寄り）」
をご利用ください。


